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研究成果の概要（和文）：　本研究は、日本の言語史・文化史上、極めて高い資料的価値を持ちながら、十分に
活用されてこなかった蝋管等の初期録音資料群について、音響工学・光学解析・保存科学・博物館学・日本語
学・芸能史学・日本史学の観点から、同じ研究者代表者らによる先行研究を継承しつつ、その音源保存・音声復
元・内容分析・情報共有に関する総合的・横断的な研究を展開し、保存方法の開発、音声復元方法の開発、国内
外の資料所蔵状況の調査、言語内容分析、情報共有法に関する新たな知見を得て、本資料群に関わる諸領域での
研究の基盤を強固なものとした。

研究成果の概要（英文）：  Wax cylinders and other early sound recordings have very high value and 
characteristics as the resources for the historical studies of the Japanese language and culture.  
In this research project, we have studied about preservation of source materials, reproduction of 
original Sounds, analysis of contents and sharing of information on these resources.  We made a 
cross-disciplinary study of acoustic engineering, optical analysis, conservation science, museology,
 linguistics and history, inheriting the previous study by the same researchers group.  We got new 
discoveries and knowledge about the development of preservation methods, development of voice 
restoration methods, investigation of material holdings situation at home and abroad, the content 
analysis of language, and means for sharing information.  We have constructed a foundation for 
research in various areas related to these resources. 

研究分野： 日本語学・日本語史

キーワード： 日本語学　日本語史　録音資料　音響工学　保存科学　光学解析
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
1877 年に発明された録音再生装置は、1880

年代後半に蝋管式および円盤式蓄音機とし
て改良・実用化され、1890 年代以降、国内外
で、日本人による吹込みも残されるようにな
る。これら初期録音には、当時の人々の言語
や芸能が実際の音声として聴取可能なかた
ちで記録されており、言語史・文化史上の一
次資料として、文献その他からは得られない
様々な情報を有する、極めて貴重で価値の高
い研究資料群である。 
 しかし、これらの所蔵状況等の基礎的な資
料調査も十分でなく、蝋管等の初期媒体では
再生じたいが困難だという事情もあり、一般
の研究者が当該資料群を利用し難かったた
め、これら初期録音資料を活用した研究は、
殆どなされてこなかった。 
 そうした中、本研究代表者らによる研究課
題「蝋管等の古記録媒体の音声表現に関する
非接触的手法の開発と活用に関する研究」
（科学研究費補助金・特定領域研究「我が国
の科学技術黎明期資料の体系化に関する調
査研究」計画研究、平成 14～17 年度）、同「蝋
管等の録音資料からの音声復元と内容情報
の分析に関する横断的研究」（同・基盤研究
(A)、平成 18～20 年度）、同「蝋管を中心と
した初期録音資料の音源保存・音声復元・内
容分析に関する横断的研究」（同・基盤研究
(A)、平成 21～24 年度）は、非接触式の蝋管
再生装置の開発、新たな非接触式再生方式の
開発、蝋管本体の素材分析、蝋管の保存方法
の検討、蝋管保管装置の製作、国内外の諸機
関における蝋管等の所蔵調査、初期日本語録
音資料群の日本語学の観点からの分析など
の研究成果を得て、この分野での研究水準を
飛躍的に引き上げることとなった。 
 一方で、これらの初期録音資料群の研究を
更に推進するためには、以下の課題に応える
必要があることを強く認識するに至った。 
 
・特に国内に残る蝋管の経年劣化は甚だしく、

貴重な資料群のこれ以上の劣化を防ぐ保
存方法の確立と、現状での形状等の情報を
精密に記録しておくことが急務である。 

・表面状態の劣化や破損のある蝋管や円盤は
実時間再生には堪え得ず、画像解析法等に
よる、新たな音声復元方法の確立と機器の
作製が必要である。 

・劣化した蝋管等からの再生音では聴取理解
が困難で、再生音質の改善が必要である。 

・国内外には、これまで注目されず、日本語
学的観点からの調査・分析が全く行なわれ
ていない初期録音資料群が幾つも存在し、
その分析が必要である。 

・音声復元が可能な資料群の再生音と資料情
報の公開は、音源所蔵者の許諾を得るのが
困難な場合が少なくないが、多くの研究者
と社会とが、これら貴重な情報を共有でき
る方策を整備する努力が必要であること。 

 

 さらに、これらの研究を踏まえ、録音資料
学というべき研究領域の開拓、録音アーカイ
ブ設立に向けた継続的な努力も重要である。 
 これらの課題に答えるために、初期録音資
料群の音源保存・音声復元・内容分析・情報
共有に関し、これまでの研究成果を踏まえつ
つ、音響工学・光学解析・保存科学・博物館
学・日本語学・社会言語学・芸能史学・日本
史学の観点から、総合的・横断的な研究を展
開していくことが、必要かつ急務であった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、前章で述べたような研究状況

と問題意識を踏まえ、音響工学・光学解析・
保存科学・博物館学・日本語学・社会言語学・
日本史学を専門とする研究者からなる研究
組織により、初期録音資料群の音源保存・音
声復元・内容分析・情報共有に関する総合
的・横断的な研究を展開し、当該研究領域の
基盤の構築と研究水準の一層の向上を目指
した。具体的には、以下の５つの研究課題の
達成を目的とした。 
 
(1)．蝋管等初期録音資料の保存方法の確
立：貴重な初期録音資料のこれ以上の劣化
を防ぐため、制御された保管環境での長期
の保存に耐える適切な保存方法を確立す
る。 

 
(2)．蝋管等初期録音資料の音声復元方法の
確立：光コヒーレンス干渉断層撮像法等を
用いた解析・再生方法の研究を進展させて、
それらを用いた再生機器を作製する。 

 
(3)．国内外の初期録音所蔵機関の所蔵状況
調査：蝋管等初期録音資料を所蔵する国内
外の諸機関を訪問調査し、保存状況を確認
し、可能な限り再生実験・聴取を試みる。 

 
(4)．初期録音資料群の言語内容情報の言語
史的分析：1900 年代初頭に録音された日本
語談話・芸能の内容を、日本語学・芸能史
学・近代日本史学・社会言語学の観点から
分析する。 

 
(5)．初期録音資料群に関する情報共有法の
整備：(2)～(4)により得られた再生音と資
料情報とを広く公開し、それらを社会で共
有できるような整備を進める。 

 
 
３．研究の方法 
本研究では、前章で述べた５つの研究課題

について、研究代表者および研究分担者が、
それぞれ分担して研究を遂行し、かつ、相互
の連絡・協力により互いの研究成果を活用し
つつ、総合的・横断的な研究を展開していく
こととした。 
 



(1)．蝋管等初期録音資料の保存方法の確
立：貴重な初期録音資料群の恒久保存の対
策を講じるための基礎的な情報を得るべ
く、先行研究での成果を踏まえ、低コヒー
レンス干渉断層撮像法等を用いた蝋管・円
盤の表面状態の精査と記録、および、蝋管
の素材組成の化学的分析も行なった。 

 
(2)．蝋管等初期録音資料の音声復元方法の
確立：蝋管等の保存状態・形態等に応じ、
最適な音声復元が可能となるよう、先行課
題で開発した高精細CCDカメラ等を用いた
解析・再生法の向上を図ると共に、GHA 方
式による復元再生音質の改善実験を行な
った。 

 
(3)．国内外の初期録音所蔵機関の所蔵状況
調査：先行課題に引き続き、蝋管等初期録
音資料を所蔵する国内外の諸機関を訪問
し、所蔵内容・保存状態を調査した。また、
訪問諸機関の担当者との間で、今後の研究
協力に関して、意見・情報交換を行なった。 

 
(4)．初期録音資料群の言語内容情報の日本
語史的分析：先行課題で得た音源および市
販ＣＤ等所収音源を対象に、1900 年代初頭
に録音された日本語談話・芸能の内容を、
日本語史・日本芸能史の観点から分析した。 

 
(5)．初期録音資料群に関する情報共有法の
整備：初期録音資料を所蔵している国内外
の諸機関や個人に働きかけ、それらの資料
群に関する情報公開・共有に向けた協力を
得ると共に、それらの公開に関する具体的
な手順と問題点を検討した。 

 なお、研究代表者は、研究全般を総括する
と共に、主に上述(3)・(4)・(5)の研究に従
事した。(1)は研究分担者の岩井・魚住・村
上、(2)は岩井・魚住・村岡、(3)は吉良・篠
崎・坂本・長崎、(4)は篠崎・坂本・長崎、
(5)は篠崎・坂本・村岡が主に担当した。 
 
 
４．研究成果 
 本研究で達成された研究成果を、上述の５
つの具体的な研究課題別に略述する。 
 
(1)．蝋管等初期録音資料の保存方法の開発 
低コヒーレンス干渉断層撮像法､疑似リニ

アイメージセンサ等の手法により、蝋管およ
び SP レコードの表面画像を取得し、当該資
料群の保存および再生に関する基礎的な情
報を集積した。 
また、文化財保存法の視点から、立体形状

のディジタルアーカイブ化の可能性を探
求・検討した。 
これらの研究成果は、以下の(2)の研究進

展にも資するものとなった。 
 
(2)．蝋管等初期録音資料の音声復元方法の

開発 
低コヒーレンス干渉断層撮像法によって

得られた蝋管の表面形状情報を変換して再
生音を得る蝋管音響再生システムを確立し、
蝋管音声の再生に成功した。 
疑似リニアイメージセンサの部分読み出

しで得られた SP 盤の画像情報を変換して再
生音を得る円盤音響再生システムを確立し、
SP 盤音声の再生に成功した。 
また、GHA 方式による復元再生音質の改善

実験を行ない、1900-1901 年録音等の再生音
質を向上させることができた。 
 
(3)．国内外の初期録音所蔵機関の所蔵状況
調査 
 フランス・オーストリア・ドイツ・連合王
国・アメリカ合衆国・台湾等に海外出張し、
各地の録音資料所蔵機関を調査し、本邦未紹
介の日本語録音音源等の情報を得た。また、
国内各地へも訪問調査を行なった。 
 特に、フランス国立図書館での 1920 年代
の日本語録音資料群に関する詳細な調査に
より、吹込者を特定し、その言語資料的な価
値について明らかにすることができた。また、
オーストリア録音アルヒーフでの 1901 年・
1913 年の日本語録音資料についても、より詳
細な情報を得ることができた。 
 
(4)．初期録音資料群の言語内容情報の日本
語史的分析 
上掲(2)(3)で新たに得られた音源や既公

開の日本語録音に関して、言語内容の分析を
進めた。また、これらの分析に資するため、
フランス国立図書館・フランス人類学博物館
図書館・国会図書館・各大学図書館等に収集
された関連文献資料群の調査も進めた。 
特に、現存最古の日本語会話録音である

1900 年パリ録音の内容を、江戸・明治期の口
語文献資料との比較を通して、詳細に分析し
たこと、本邦未紹介であった 1923 年パリで
の上田万年録音の内容を紹介したこと、謡や
長唄における譜本と初期録音資料との比較
検討を通して中近世の日本語の音声的特徴
を考察できたことは、重要な成果である。 
 
(5)．初期録音資料群に関する情報共有法の
整備 
上掲(3)での国内外での機関調査の際、諸

機関での情報公開の実態と展望について確
認した。また、今後の情報共有と公開につい
て意見交換を行なうことができた。 
特に、フランス国立図書館および CREM（フ

ランス）が展開している、日本語録音を含む
初期録音資料群のインターネットによる公
開法には有益な示唆を得ると共に、(4)での
研究に直接に資する情報も得られた。 
 一方で、上掲両機関やオーストリア録音ア
ルヒーフ等の活動・組織運営を学ぶことで、
学術的な録音アーカイブの設立・運営には、
恒常的な資金と人員の確保が必要となる等、



なお道遠いことを再認識した。 
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